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ア
ジ
ア
最
大
級
の
最
先
端
Ｉ
Ｔ
・
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
の
総
合
展
「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

２
０
０
９
」（
10
月
６
日

（
火
）
〜
10
月
10
日
（
土
）：
幕
張
メ
ッ
セ
）

に
お
い
て
、「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ー
パ
ー
イ
ベ

ン
ト 

２
０
０
９
」を
開
催
し
ま
し
た
。「
人

へ
、
地
球
へ
、
未
来
へ
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
最

新
研
究
。」
と
題
し
て
、
最
新
研
究
成
果

の
展
示
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー

と
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て

来
場
者
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

４
つ
の
ゾ
ー
ン
を
核
に
し
た

成
果
展
示

　

今
回
の
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト
」

は
、
展
示
ブ
ー
ス
を
大
き
く
４
つ
の
ゾ
ー
ン

に
分
け
、
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
展
示
を

目
指
し
ま
し
た
。
受
付
を
囲
む
よ
う
に
「
新

世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゾ
ー
ン
」、「
安
心
・
安

全
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ゾ
ー
ン
」、「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
」、
そ

し
て
「
産
学
官
連
携
ゾ
ー
ン
」
を
配
置
し
ま

し
た
。

よ
り
安
心
・
安
全
に

　
「
安
心
・
安
全
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ゾ
ー
ン
」

で
は
、
情
報
通
信
環
境
の
安
心
・
安
全
を
守

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
や
電
磁
環

境
の
計
測
技
術
、
可
視
化
技
術
の

研
究
開
発
、
災
害
や
非
常
時
の
被

害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
を
目
指

す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
例

え
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
、
イ

ン
シ
デ
ン
ト
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事

故
）
の
原
因
に
な
る
ウ
イ
ル
ス
な

ど
を
解
析
し
、
迅
速
で
適
切
な
イ

ン
シ
デ
ン
ト
対
策
を
導
き
出
す

イ
ン
シ
デ
ン
ト
分
析
セ
ン
タ
ー

（
ｎ
ｉ
ｃ
ｔ
ｅ
ｒ
）。
災
害
時
に
役
立

つ
様
々
な
「
サ
バ
イ
バ
ル
ケ
ー
タ

イ
」。
電
磁
環
境
を
理
解
し
、
良
く

す
る
た
め
の
電
磁
波
計
測
技
術
や

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
カ
メ
ラ
な
ど
、
こ
れ

か
ら
の
情
報
通
信
に
欠
か
せ
な
い

技
術
を
紹
介
し
ま
し
た
。

よ
り
便
利
・
快
適
に

　
「
新
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゾ
ー
ン
」
で
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
抱
え
る
課
題
を
既
存
の
技

術
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
で
根
本
か
ら
解
決

す
る
研
究
開
発
や
、
バ
イ
オ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
一
環

と
し
て
、
脳
機
能
に
学
び
未
来
の
情
報
通
信

に
活
か
す
脳
情
報
通
信
の
研
究
を
紹
介
し
ま

し
た
。
例
え
ば
、
15
年
先
の
ま
だ
見
ぬ
理

想
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
新
世
代
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
実
現
す
る
た
め
の
研
究
開
発

戦
略
。
こ
れ
か
ら
の
高
速
・
大
容
量
デ
ー
タ

通
信
を
支
え
る
光
通
信
技
術
。
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
快
適
で
頼
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
、
モ
バ
イ
ル
と
セ
ン
サ
が
連
携
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
や
最
適
な
無
線
通
信

環
境
を
自
動
的
に
選
択
す
る
コ
グ
ニ
テ
ィ
ブ

無
線
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
紹
介
。
ま
た
、
新

世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
向
け
て
、
実
証
実

験
を
行
い
な
が
ら
新
し
い
技
術
開
発
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
と
し
て
、

「
Ｊ
Ｇ
Ｎ
２
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

産
学
官
連
携
の
出
展
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
今
と
未
来
を
共
有

情
報
通
信
研
究
機
構
の
成
果
を
結
集
し
た

「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト 

２
０
０
９
」を
開
催

よ
り
楽
し
く
・
創
造
的
に

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ゾ
ー
ン
」
で
は
、
言
語
・
文
化
・
距
離
な

	

【
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト
特
集
】
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ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン

で
の
体
験
型
の
展
示
と
対
応
し
た
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
え
る

基
盤
技
術
の
研
究
成
果
発
表
と
、
技
術
移
転

可
能
な
シ
ー
ズ
紹
介
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施

し
ま
し
た
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）。

ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト 

２
０
０
９
を

終
え
て

　

５
日
間
の
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
開
催
期
間
中

の
来
場
者
数
は
約
15
万
人
で
、
そ
の
う
ち

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
展
示
ブ
ー
ス
へ
の
来
場
者
は
推

定
で
４
万
４
千
人
で
し
た
。
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

来
場
者
の
30
％
ほ
ど
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ブ
ー

ス
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か

ら
は
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
会
場
で
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
ブ
ー
ス
を
見
つ
け
て
入
っ
て
来
ら
れ
た

方
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
と
い
う
大
規
模
な
展
示
会
に

出
展
す
る
こ
と
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
存
在
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
今

年
は
３
Ｄ
映
像
技
術
に
注
目
が
集
ま
り
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ブ
ー
ス
で
も
裸
眼
立
体
映
像
提
示

シ
ス
テ
ム
に
連
日
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
の
展
示
は
、
視
覚
な
ど
に
訴

え
る
内
容
が
多
く
、
人
目
を
引
き
易
い
た
め

人
気
が
集
中
す
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
来
場
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、

新
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゾ
ー
ン
へ
の
関
心
も

高
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

展
示
だ
け
で
な
く
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
セ

ミ
ナ
ー
も
会
場
が
ほ
ぼ
満
席
に
な
る
盛
況

ぶ
り
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
動
へ
の
関
心
の
高

さ
を
改
め
て
感
じ
る
５
日
間
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト

２
０
１
０
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
今
回
、

こ
の
誌
面
で
し
か
ご
覧
い
た
だ
け
な
か
っ
た

皆
さ
ま
も
、
来
年
は
是
非
ご
来
場
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

ど
の
壁
を
越
え
て
、
誰
も
が
自
由
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
の
研
究
や
、
よ
り

人
間
中
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境

を
目
指
す
研
究
を
紹
介
し
ま
し
た
。
例
え

ば
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
進
め
る
音
声
・
言
語
処

理
技
術
の
世
界
的
研
究
開
発
拠
点
と
な
る

「
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
は
、

携
帯
型
音
声
対
話
シ
ス
テ
ム
や
言
語
基
盤
技

術
、多
言
語
翻
訳
技
術
を
紹
介
。
さ
ら
に
、「
大

画
面
裸
眼
立
体
映
像
提
示
シ
ス
テ
ム
」や「
多

感
覚
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
、

ユ
ー
ザ
に
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
映
像
や
音
響
、

感
覚
を
提
供
す
る
最
先
端
技
術
を
、
体
験
型

の
展
示
に
よ
り
数
多
く
紹
介
し
ま
し
た
。

よ
り
強
く
・
産
学
官
の
連
携

　
「
産
学
官
連
携
ゾ
ー
ン
」
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

が
企
業
や
大
学
な
ど
と
連
携
す
る
こ
と

で
生
ま
れ
た
成
果
を
紹
介
す
る
エ
リ
ア
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
は
わ
が
国
の
総
合
的
な
研
究
開

発
力
強
化
の
た
め
、
様
々
な
連
携
・
支
援
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
中
か
ら
民
間
基

盤
技
術
研
究
促
進
制
度
の
成
果
事
例
や
、
情

報
通
信
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
の
助
成
事
例
な
ど
を

多
数
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
か

ら
技
術
移
転
可
能
な
特
許
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
概

要
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

情
報
通
信
の
未
来
を
語
り
、

今
と
つ
な
ぐ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー

　
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト
」
で
は
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
情
報
通
信
の
未
来
を
語
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
も
大
き
な
柱
の
１
つ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
開
催
２
日
目
の
10
月
７
日
（
水
）
に
、

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
に
お
い
て
開
催
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
５
人
の
講
師
に
よ

り
、
未
来
を
展
望
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た

（
３
～
４
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　

ま
た
、
ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
も
う
１
つ

の
柱
で
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
は
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
用
意
し
て
い
ま
し
た
が
、
８
日
の
あ

い
に
く
の
台
風
の
影
響
に
よ
り
、
10
月
９

日
（
金
）
の
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
展
示
ブ
ー
ス
が
あ
る
展
示
ホ
ー
ル
５
の

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
出
展
者
セ
ミ
ナ
ー
会
場
。
ユ
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●シンポジウム会場風景

●講演を熱心に聴く来場者

	

【
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト
特
集
】

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ー
パ
ー
イ

ベ
ン
ト 

２
０
０
９
」
の
中
で
、
未
来
の

情
報
通
信
を
見
据
え
て
進
め
る
最
新
の

研
究
開
発
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

よ
り
多
く
の
方
々
と
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

す
る
た
め
に
、「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
同
時
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
コ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
の
一
つ
と
い
う
位
置
づ
け

で
行
っ
た
も
の
で
す
。

５
人
の
講
師
が

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
未
来
を
展
望

　
「
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト

２
０
０
９
」
の
開
催
２
日
目
に
あ
た
る
10
月

７
日
（
水
）、
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
に

お
い
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
研
究
開
発
を
け
ん
引

す
る
講
師
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
合
テ
ー
マ
は
「
情
報
通
信
の
未

来 

─
情
報
通
信
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
が

語
る
、
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
─
」。
情
報

通
信
分
野
に
お
け
る
わ
が
国
の
唯
一
の
研
究

機
関
で
あ
る
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
基
礎
か
ら
応
用

に
代
わ
り
、
い
か
に
質
を
高
め
て
い
く
か
が

今
後
の
課
題
で
あ
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
社
会
的

要
求
を
実
現
す
る
べ
く
策
定
し
た
研
究
開
発

戦
略
の
も
と
、
産
学
官
が
連
携
し
、
国
際
協

調
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性

ま
で
一
貫
し
た
統
合
的
な
視
点
で
研
究
開
発

を
行
い
、
併
せ
て
情
報
通
信
分
野
の
事
業
支

援
等
を
総
合
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
未
来
の
活
力
あ
る
豊

か
な
社
会
を
展
望
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信

技
術
）
の
最
新
研
究
を
講
演
し
ま
し
た
。

“
光
”
が
支
え
る

近
未
来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
10
時
30
分
に
開
演
。
宮

原
秀
夫
理
事
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
最

初
に
講
演
を
行
っ
た
の
は
、
新
世
代
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究
開
発
戦
略
本
部
の
村
田
正
幸
副

本
部
長
。
こ
れ
か
ら
の
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
社
会
を
支
え
る
「
新
世
代
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
改
良
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
技
術
的
課
題
や
社
会

的
要
求
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
、
今

後
数
十
年
に
わ
た
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
基
盤
と
な
る
技

術
の
一
つ
と
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
伝
送
路
に
お
け
る

量
的
拡
大
が
目
標
だ
っ
た
従
来
の
基
盤
技
術

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト 

２
０
０
９ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

情
報
通
信
の
未
来 

─
情
報
通
信
研
究
機
構（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）が
語
る
、こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
─

や
、
技
術
的
な
研
究
開
発
課
題
、

そ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
展
望
し
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
新
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
研
究
セ
ン
タ
ー
の
和
田
尚
也
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
は
、
新
世
代

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
基
盤
技
術
と
な
る

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
に
関
す
る
、
最
新
の

研
究
成
果
を
講
演
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で

は
光
信
号
を
電
気
信
号
に
変
換
す
る
こ
と
な

く
、
毎
秒
１
・
28
テ
ラ
ビ
ッ
ト
の
超
高
速
転
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●	宮原秀夫
	 NICT	理事長

●	大岩和弘	
	 神戸研究所	所長

●	村田正幸	
	 新世代ネットワーク研究
開発戦略本部	副本部長

●	榎並和雅	
	 けいはんな研究所	所長

●	和田尚也	
	 新世代ネットワーク研究
センター	グループリーダー

●	富永昌彦
	 NICT	理事

●	下條真司	
	 大手町ネットワーク研究
統括センター	センター長

講演プログラム

新世代ネットワーク研究開発戦略
新世代ネットワーク研究開発戦略本部 副本部長  村田正幸

新世代ネットワークを支える基盤技術
―ユーザが制約を意識しないネットワークを目指して―
新世代ネットワーク研究センター 超高速フォトニックネットワークグループ グループリーダー  和田尚也

Open Innovationのための新しいテストベッド JGN-X
大手町ネットワーク研究統括センター センター長  下條真司

情報通信を脳機能から捉える
―NICTが進める脳情報通信融合研究―
神戸研究所 所長  大岩和弘

超臨場感コミュニケーションの未来と研究動向　
けいはんな研究所 所長  榎並和雅

は
、
大
岩
和
弘
所
長
が
、
脳
情
報
か
ら
捉
え

る
情
報
通
信
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
進
め

る
先
端
研
究
を
講
演
し
ま
し
た
。
１
４
０
億

個
の
神
経
細
胞
が
作
り
出
す
、
極
め
て
複
雑

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
脳
。
生

物
の
持
つ
こ
の
優
れ
た
能
力
を
応
用
し
て
、

将
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
基
盤

づ
く
り
に
活
か
し
た
い
と
期
待
を
込
め
て
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

の
非
侵
襲
で
脳
機
能
を
計
測
で
き
る
装
置
に

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
誇
る
独
自
の
技
術
を
駆
使
し

て
、
総
合
科
学
と
し
て
の
脳
情
報
通
信
融
合

研
究
を
進
め
て
い
く
と
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
け
い
は
ん
な
研
究
所
の
榎
並
和

雅
所
長
が
、
超
臨
場
感
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
未
来
像
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
３
Ｄ
立
体
映
像
や
超
高
精
細
映
像
な
ど

人
間
の
五
感
に
訴
え
る

ス
ー
パ
ー
リ
ア
リ
テ
ィ

と
、
さ
ら
に
こ
れ
を
超
え

る
、
よ
り
深
い
感
動
・
よ

り
深
い
想
像
力
に
つ
な
が

る
メ
タ
リ
ア
リ
テ
ィ
の
２

つ
の
定
義
を
合
わ
せ
持
つ
「
超
臨
場
感
」
の

実
現
に
向
け
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
メ
デ
ィ
ア

研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
発
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

定
員
２
０
０
名
の
会
場
は
、
ほ
ぼ
満
席
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
は
富
永
昌
彦
理
事
の
閉

会
挨
拶
に
て
終
了
。
そ
の
後
は
、
未
来
を
語

る
熱
気
に
包
ま
れ
た
中
、
来
場
者
か
ら
の
質

問
に
受
け
応
え
す
る
講
師
た
ち
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

送
を
実
現
し
た
世
界
最
高
速
度
の
光
パ
ケ
ッ

ト
交
換
機
を
開
発
し
ま
し
た
が
、
今
後
は

低
消
費
電
力
な
ど
環
境
に
配
慮
し
つ
つ
も
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
ユ
ー
ザ
か
ら
の

様
々
な
要
求
に
柔
軟
に
答
え
て
い
く
、
光
パ

ケ
ッ
ト
・
パ
ス
統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開
発

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。
多
値
伝
送
技

術
や
光
フ
ァ
イ
バ
の
マ
ル
チ
コ
ア
化
な
ど
最

先
端
の
技
術
も
取
り
入
れ
て
実
現
し
て
い
き

た
い
、
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

大
手
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
統
括
セ
ン

タ
ー
の
下
條
真
司
セ
ン
タ
ー
長
は
、Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

が
中
心
と
な
っ
て
展
開
し
て
い
る
新
し
い

テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
「
Ｊ
Ｇ
Ｎ
２
ｐ
ｌｕ
ｓ
」
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
光
フ
ァ
イ
バ
に

よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
通
信
を
全
国
に
行

き
渡
ら
せ
る
こ
と
を
推
進
す
る
た
め
に
始

ま
っ
た
Ｊ
Ｇ
Ｎ
が
今
日
ま
で
に
果
た
し
た
役

割
や
、
今
年
７
月
22
日
の
皆
既
日
食
時
に
、

Ｊ
Ｇ
Ｎ
２
ｐ
ｌｕ
ｓ
を
使
っ
て
映
像
を
各
地

に
ラ
イ
ブ
中
継
し
た
実
績
。
そ
し
て
今
後
の

構
想
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
に
利
用
す
る
仮
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
な
ど
の
実
験
、
ク
ラ
ウ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
新
し
い
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
構

想
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
こ
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

高
精
細
３
Ｄ
映
像
な
ど
先
端
技
術
が
使
わ

れ
、
将
来
は
、
各
家
庭
で
も
そ
れ
ら
の
映
像

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

を
予
測
し
ま
し
た
。

脳
機
能
研
究
を
将
来
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
へ
活
か
す

　

今
年
20
周
年
を
迎
え
た
神
戸
研
究
所
か
ら
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●	熱心に語る講演者
	（上段左から、栗田、
	 安藤、中段左から、
	 土屋、前川、下段、
	 黒田）

●	講演に聞き入る
来場者

	

【
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
ー
パ
ー
イ
ベ
ン
ト
特
集
】

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
メ
デ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
２
事
例
の
「
研
究
成
果
発
表
セ
ミ

ナ
ー
」
及
び
研
究
推
進
部
門
に
よ
る
３
事
例

の
「
技
術
移
転
可
能
な
シ
ー
ズ
紹
介
セ
ミ

ナ
ー
」
を
10
月
９
日
に
開
催
、
各
テ
ー
マ
定

員
75
名
の
会
場
は
ほ
ぼ
満
席
で
し
た
。
８
日

に
予
定
し
て
い
た
「
産
学
官
連
携
・
支
援
制

度
の
成
果
発
表
セ
ミ
ナ
ー
」
は
台
風
の
た
め

中
止
、
翌
日
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
展
示
ブ
ー
ス
内
の
産

学
官
連
携
ゾ
ー
ン
に
て
一
部
実
施
し
ま
し
た
。

研
究
成
果
発
表
セ
ミ
ナ
ー

　

最
初
の
講
演
は
栗
田
泰
市
郎
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
メ
デ
ィ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
超
臨
場
感
基
盤
グ
ル
ー
プ
）
に
よ

る
「
立
体
映
像
・
音
響
の
忠
実
な
再
現
を
目

指
し
た
超
臨
場
感
基
盤
技
術
」。
世
界
に
先

駆
け
、
実
写
・
動
画
像
表
示
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
可
能
に
す
る
ホ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
電
子

化
シ
ス
テ
ム
と
、
立
体
音
響
を
実
現
す
る
た

め
の
、
全
方
向
に
異
な
る
放
射
特
性
を
有
す

る
球
体
及
び
箱
型
の
試
作
ス
ピ
ー
カ
ー
に
つ

昌
弘
上
席
研
究
員
に
よ
る
「
Ｒ
Ｆ
（
高
周
波
） 

信
号
伝
搬
を
映
像
観
察
で
き
る
電
界
カ
メ

ラ
」
で
開
始
。
電
気
光
学
効
果
と
Ｃ
Ｍ
Ｏ
Ｓ

技
術
を
有
機
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
従
来

の
計
測
機
器
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
回
路

内
高
周
波
信
号
伝
搬
の
そ
の
場
観
察
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
高
速
高
周
波
回
路
の
設
計

や
診
断
に
威
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

次
は
、
前
川
聡
主
任
研
究
員
（
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
メ
デ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
超
臨
場
感

シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
）
に
よ
る
「
空
間
映

像
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」。
空
中

像
に
触
れ
よ
う
と
長
蛇
の
列
が
並
ぶ
展
示
、

フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
タ
ッ
チ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に

つ
い
て
、
結
像
の
特
徴
や
技
術
的
背
景
の
紹

介
に
加
え
て
、
光
学
素
子
の
加
工
精
度
、
サ

イ
ズ
、
コ
ス
ト
等
、
進
行
中
の
課
題
を
説
明

し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
黒
田
正
博
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
研

い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
安
藤
広
志
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
メ
デ
ィ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

超
臨
場
感
シ
ス
テ
ム
グ
ル
ー
プ
）に
よ
る「
人

に
最
適
な
多
感
覚
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
」。

人
が
感
じ
る
臨
場
感
は
、⑴
空
間
的
要
素
（
例

え
ば
、立
体
感
や
質
感
）、⑵
時
間
的
要
素
（
例

え
ば
、
映
像
と
音
が
同
時
に
感
じ
ら
れ
る
同

期
感
）、
⑶
身
体
的
要
素
（
例
え
ば
、
自
分

自
身
が
そ
こ
に
い
る
よ
う
に
感
じ
る
自
己
存

在
感
や
何
か
を
操
作
す
る
と
反
応
が
か
え
っ

て
く
る
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
感
）
の
３
要
素

で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
技
術
的

成
果
と
し
て
、
通
常
触
わ
る
こ
と
が
で
き
な

い
重
要
文
化
財
等
の
立
体
映
像
、
感
触
、
音

響
を
再
現
し
た
多
感
覚
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
を
紹
介
し
ま
し
た
。
将
来
は
手
術

の
訓
練
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
応
用

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

技
術
移
転
可
能
な

シ
ー
ズ
紹
介
セ
ミ
ナ
ー

　

技
術
移
転
可
能
な
シ
ー
ズ
紹
介
は
、
土
屋

セ
ミ
ナ
ー
実
施
報
告

究
推
進
部
門
標

準
化
推
進
グ

ル
ー
プ
）
に
よ

る
「
省
電
力
セ

キ
ュ
ア
無
線
セ
ン
サ
と
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
け
ん
引
し
て
標
準
化
作

業
中
の
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
８
０
２
・
15
・
６
を
想

定
し
た
仕
様
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し

て
無
線
で
生
体
情
報
を
管
理
す
る
、
安
心
見

守
り
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

用
い
た
家
庭
で
の
健
康
管
理
も
実
用
間
近
で

す
。
ま
た
、
同
技
術
を
用
い
た
新
健
診
シ
ス

テ
ム
も
紹
介
。
こ
れ
ら
は
、
神
奈
川
県
予
防

医
学
協
会
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
、
及
び

企
業
群
と
の
協
力
関
係
の
も
と
、 

研
究
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
ブ
ー
ス
で
の
各
研
究

者
へ
の
質
疑
応
答
は
閉
館
時
刻
に
な
っ
て
も

終
わ
ら
な
い
ほ
ど
来
場
者
の
関
心
を
惹
き
つ

け
て
い
ま
し
た
。
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展示内容紹介

■新世代ネットワークの戦略 
　－15年先のまだ見ぬ理想のネットワークを目指して－

■脳から始まる未来の情報通信 
　－NICTが進める脳情報通信研究－NIRS・KARC紹介

 すみずみまで光通信
■衛星通信技術を地上通信に応用 －テラビットを超える光無線通信－

■ギガ（Ｇ）からテラ（Ｔ）、そしてペタ（Ｐ）へ 
　－光パス・パケット統合技術－

■アップロードも超高速、高精細映像配信もできる 
　－光アクセスの最先端技術－

 快適・頼れるネットワーク
■「今」「この場所」で「あなたに合った」情報を 
　－モバイルとセンサが連携するネットワーク－

■混雑したネットワークをナビ －大規模ネットワーク管理・制御－

■無線資源の有効活用の新たな世界標準 
　－コグニティブ無線システム－

 テストベッドネットワーク
■新世代ネットワークに向けて －「JGN2plus」での研究開発－

■StarBED －ユビキタスネットワークシミュレータ－

「新世代ネットワークゾーン」－より便利・快適に－

■超高解像度で見るNICTの安心･安全技術

■電磁環境を良くするためのEMC計測技術

生体電磁波計測

APD測定

高感度電磁測定

NICT/EMC-net

■ICTによる安心・安全を実現するためのテラヘルツ技術

■インシデント分析センターnicter

「安心・安全のためのICTゾーン」－より安心・安全に－
■「サバイバルケータイ」 －災害時に役立つケータイたち－

汚れに強いIDリーダ付きケータイ

GPSが届かない地下でも位置がわかるケータイ

みんなで譲り合えば、みんながつながる

よその携帯電話会社の基地局を非常時に使えれば?!

基地局が倒れても「バケツリレー」でつながる

被災調査端末に早変わりするケータイ

災害現場に情報を書き置きできるケータイ

■大画面裸眼立体映像提示システム

■超臨場感音響システム

■フローティングタッチディスプレイ

■多感覚インタラクションシステム

■図鑑から絵を取り出して手元で立体的に観察gCubik+i

■多言語観光情報サービスシステム

■ナレッジクラスタシステム 
　－世界の動きと私の暮らしをつなぐ次世代Webプラットフォーム－

■Web情報信頼性分析システムWISDOM

「ユニバーサルコミュニケーションゾーン」－より楽しく・創造的に－
 MASTARプロジェクト
■WWW上の知恵を自ら学びとるレシピ検索／推薦システム

■「超」多言語翻訳システム

■概念辞書 －自動増殖する検索ディレクトリ：Web上の知の自動集積－

■携帯型音声対話システム

■多視点映像システム※

■立体ハイビジョンシステム※

■4K超高精細全天映像伝送システム※

※超臨場感コミュニケーション産学官フォーラム（URCF）との共同開発

■NICT産学官連携・支援制度の紹介

■民間基盤技術研究促進制度の成果事例

「安」「早」「正」偽造防止決定版 シヤチハタ㈱

超高速PONシステム 沖電気工業㈱

光制御型衛星搭載アレーアンテナの開発 三菱電機㈱

全光ネットワークの実現に向けた波長分散補償制御技術　 三菱電機㈱

磁界センサを用いた電波受信装置 ㈱タキオン

牛の分娩・発情検知センサーによるITネットワーク形成 ㈱ワコムアイティ

■情報通信ベンチャーへの助成事例

NextGenクラウドコンピューティング －XaaS on RCM－
 ㈱キャトルアイ・サイエンス

地上デジタル放送自動テストシステム バルテス㈱

モバイル向けコンテンツ入りmicroSD活用ソリューション
 ㈱セントリックス

人材育成型グループウェア「則天」 ㈱メディア・ファイブ

「産学官連携ゾーン」－より強く・産学官の連携－
■情報バリアフリー事業への助成事例

電話応対サービスのユニバーサル化促進プログラムの
開発及び提供 ㈱パステルラボ

聴覚障害者向けリアルタイム字幕配信と地上デジタル放送への対応
 NPO法人シーエス障害者放送統一機構

FAXと携帯電話などを利用したコミュニケーションツール ㈱ユニコム

インターネットを利用した聴覚障害者向けDVD等への字幕提供
 ㈱キュー・テック

■けいはんなオープンラボの成果事例

■技術シーズの紹介

マイクロ波の電界分布を動画で観察

総務大臣認定TLO（NICTインキュベーションズ）

生体情報を遠隔伝送して安心見守り

■高度通信・放送研究開発委託研究制度の成果事例 
　－サービス制御アーキテクチャ－

広域ネットワークにおける認証とサービスの連携技術

ネットワーク品質情報を活用した高品質サービス提供技術
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	安心・安全のためのICTゾーン

	ユニバーサルコミュニケーションゾーン

ネットワーク上で発生
するインシデントを、	
実時間で高精度に分析
するnicter
（「インシデント分析センター
nicter」）

様々な電磁波計測データを可視化す
るタイルドディスプレイ
（「超高解像度で見るNICTの安心･安全技術」）

非破壊検査に革新をもたら
したテラヘルツカメラ
（「ICTによる安心・安全を実現する
ためのテラヘルツ技術」）

3Dメガネをかけずに立体映像
を楽しめ、見る角度により映像
が異なります
（「大画面裸眼立体映像提示システム」）

立体映像を手のひらにおいてみ
ると、いろいろな応用が発想で
きます
（「図鑑から絵を取り出して手元で立体的
に観察gCubik+i」）

重要文化財も、仮想再
現により、「見て」、「触
って」、音を「聞く」こと
ができます
（「多感覚インタラクションシ
ステム」）

─ＮＩＣＴの最新の研究成果を展示
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	新世代ネットワークゾーン

	産学官連携ゾーン

脳の計測が自然な状態で
できる近赤外光脳機能イ
メージング装置
（「脳から始まる未来の情報通信	
－NICTが進める脳情報通信研究
－NIRS・KARC紹介」）

既存技術にとらわれず、白紙から設計する「新世代ネットワーク」。
そのビジョンを紹介
（「新世代ネットワークの戦略－15年先のまだ見ぬ理想のネットワークを目指して－」）

衛星間光通信の研究を地上通信に
活かした光無線通信システムを会
場内で実演
（「衛星通信技術を地上通信に応用	
－テラビットを超える光無線通信－」）

牛の分娩・発情検知センサーによるITネットワーク形成
（株）ワコムアイティ
（「民間基盤技術研究促進制度の成果事例」）

けいはんなオープンラボの成果事例
産学官連携ゾーンで
行われたセミナー

マイクロ波の電界分布を動画で観察
できる電界カメラ
（「技術シーズの紹介」）

人へ、地球へ、未来へ。
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フォーラム会場の模様

出展し ました

コム 2009

研究推進部門	 藤田 清太郎、クラウス ヴェルナー
総合企画部	 西永 望、平紙 幸一

ターから“Multi-lingual Speech-to-Speech Translation System（多言語音声翻訳システム：音声認識、機械翻訳、
音声合成技術を連携することで多言語間の音声から音声への翻訳を行うシステム）”、新世代ワイヤレス研究センターか
ら“Broadband Wireless Access on Air in the Near Future（空に実現するブロードバンド通信：航空機内で光ファ
イバークラスの高速なインターネット環境を提供するシステム）”、及び総合企画部 新世代ネットワーク研究開発戦略推
進室から“Toward the New Generation Network（新世代ネットワークを目指して）”と“NICT NWGN Vision 
and Five Network Targets（NICT新世代ネットワークのビジョンと5つのネットワークターゲット）”について、
それぞれパネル展示を行いました。
　併せて、“Floating Touch Display”及び“Multi-lingual Speech-to-Speech Translation System”について
は、それぞれ、先進の技術開発を駆使したデモンストレーションを行いました。見学者は、興味津々な様子で列を作り、
実体験していました。そして、幾度となく“Amazing”、“Incredible”と賞賛の声があがり、大勢の方々からNICT
の着実な研究開発が将来のICT社会に役立つであろうとの評価を受けました。
　また、ITU世界テレコムのフォーラムでは、10月8日（木）11:00 ～ 12:00、“Future Internet”について、パネルディ
スカッションが行われ、NICTからは、宮部理事がパネリストとして出席しました。ディスカッションでは、現在の
インターネットに代わる新しいネットワークの必要性が確認され、新しいネットワークにスムーズに移行できるような
設計が重要というコメントがありました。

る世界最大規模のイベント─
WORLD 2009
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NICT	展示コーナー

フローティングタッチディスプレイ展示風景 多言語音声翻訳システム展示風景

ITU 世界テレ

　国連の機関である国際電気通信連合（ITU）が主催するITU世界テレコムは、国際通信とICT分野における世界最
大規模のイベントとして、ほぼ3年ごとに開催されています。今回のITU世界テレコム2009は、ITUに加盟する産業
界も含めた様々な階層の機関・組織が、未来を見据え、興味を引く多方面の出展をすることで、世界にまたがる真の国
際通信とICTプラットホームの構築を目標に開催されました。
　NICTは、NHK及び三菱電機とともに、日本パビリオンの1コーナーとして出展しました。同コーナーでは、NICT
がユビキタスネット社会の発展に貢献する「知的創造社会」の実現に向け、研究開発のための主要テーマとしている

「安心・安全のためのICT」、「ユニバーサルコミュニケーション」、「新世代ネットワーク」についての概説“About 
NICT”に加え、ユニバーサルメディア研究センターから“Floating Touch Display（フローティングタッチディス
プレイ：NICT開発の光学素子を用いた、空中映像が操作可能なディスプレイ）”、知識創成コミュニケーション研究セン

出展し ました

開催期間 ： 2009年10月5日（月）～ 9日（金）
会　　場 ： PALEXPO (スイス・ジュネーブ)
来場者数 ： 20,000名

─国際通信とICT分野におけ
ITU TELECOM
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昨年の産学官技術交流フェアでのNICTの展示ブース　

2009年11月	No.386

編集発行

独立行政法人情報通信研究機構	総合企画部	広報室
NICT	NEWS	掲載URL	http://www.nict.go.jp/news/nict-news.html

編集協力　株式会社クリエイト・クルーズ

〒184-8795 東京都小金井市貫井北町4-2-1
TEL: 042-327-5392 FAX: 042-327-7587
E-mail:
URL: http://www.nict.go.jp/

〈再生紙を使用〉

	読者の皆さまへ

　次号は、ユニバーサルコミュニケーションを支える言語基盤技術の研究をインタビュー記事として取り上げます。

産学官ビジネスフェア2009
　NICTは、平成21年11月25日（水）～27日（金）の3日間、東京国際展示場（東
京ビッグサイト）で開催される「産学官ビジネスフェア」に出展します。
　同フェアは、日刊工業新聞社の主催で、2004年から昨年までは「産学官技術交
流フェア」の名称で毎年開催されてきたものですが、今回からは、「産学官連携は、
“交流”のステージから“ビジネス”のステージへ移行し、いかに連携の成果を周
知して実りのあるもの（“売る”）にするかという取り組みが求められている」とい
う主催者認識のもと、名称を｢産学官ビジネスフェア｣と改称して開催されます。
　NICTの展示ブースでは、産学との連携などによる研究で生み出された先端技術
の一端を、その応用事例提案なども含めて紹介し、技術移転や産業化促進の契機
となることを訴求するほか、NICTが社会へ提供しているサービスを一層効果的に
利用するための機器の紹介、産学官連携に関する制度の紹介などを行います。

第3回ユニバーサルコミュニケーション
国際シンポジウム IUCS2009

　NICTは、平成21年12月3日（木）・4日（金）に東京の日本科学未来館において、「第3回ユニバーサル
コミュニケーション国際シンポジウム（IUCS2009）」を開催します。本シンポジウムでは、音声翻訳技術、
情報分析、ヒューマンインターフェース、3D映像を含む超臨場感コミュニケーション技術など、人間中心の
コミュニケーション環境を実現することを目指した「ユニバーサルコミュニケーション」分野における研究開
発成果の講演、ポスター発表及びデモが行われます。全体セッション（日英同時通訳つき）におきましては、
ソニーコンピュータサイエンス研究所の所眞理雄社長及び海外から2名の講師をお招きして基調講演が行わ
れます。詳細は下記Webページをご覧ください。関連分野の方々のご参加をお待ちしております。

本シンポジウムへのご参加には、参加登録が必要で、有料となります。
IUCS2009	Webページ　http://www.i-uc-s.org/2009/

出展します

TEL:	042-327-7567（担当：小峯、幡手）
E-mail:	お問い合わせ先

会期：平成21年11月25日（水）～27日（金）	10：00～17：00
会場：東京ビッグサイト	東ホール（東京都江東区有明）
入場：無料（http://www.nikkan.co.jp/eve/sangakukan/）

TEL:	042-327-7911（担当：庄野）
E-mail:	お問い合わせ先

開催します




